
  
  枯死木をめぐる生物間相互作用

企画趣旨と今後の展望

  誌名 日本生態學會誌
ISSN 00215007
著者名 深澤,遊

山下,聡
発行元 日本生態学会暫定事務局
巻/号 63巻3号
巻号補足
掲載ページ p. 301-309
発行年月 2013年11月

    
農林水産省 農林水産技術会議事務局筑波産学連携支援センター
Tsukuba Business-Academia Cooperation Support Center, Agriculture, Forestry and Fisheries Research Council
Secretariat

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)



日本生態学会誌の:301 -309 (2013) 
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枯死木をめぐる生物間相互作用:企画趣旨と今後の展望
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要旨:倒木・立枯れ・切株などの枯死木や、枯れ校・心材腐朽といった生木の枯死部(以後、まとめて枯死木と呼ぶ)

は多様な生物の住み場所や食物資源として森林生態系の種多様性の維持に重要な役割を呆たしている。幅広い生物群の

多様性に果たす枯死木の重要性が明らかにされてきているが、それらの生物種聞の相互作用のネットワークについては

ほとんど分かっていない。生物間相互作用のネットワーク構造を明らかにすることは、生物群集の時間的安定性や撹乱

に対する抵抗性やレジリエンスを予測するために重要である。本特集では、枯死木の分解に主要な役割を果たす真菌類

(白ngi)による材分解がその他の生物群集に与える影響を起点として、枯死木をめぐる様々な分類群の生物群集の直接的・

間接的、栄養・非栄養の相互作用のネットワーク(生態ネットワーク)をつなげられる可能性が示された。今後は、い

まだ調べられていない分類群の生物群集を含んだ生態ネットワークの構造に関する研究を進めるとともに、それらの時

間的・空間的な動態を明らかにしていくことが、森林生態系の生物群集の安定性に果たす枯死木の役割を明らかにする

上で重要になる。

キーワード・菌類、生態系エンジニア、生態ネットワーク、粗大木質リタ一、分解

森林生態系の種多様性維持に果たす

枯死木の役割

倒木 (Iog)や立枯れ (snag)、切株 (stump)などの枯

死木は多様な生物の住み場所や食物資源として森林生態

系の種多様性の維持に重要な役割を呆たしている。さら

に、生木に着いたままの枯死校や老齢木の心材腐朽など、

生木の枯死部も同様に重要である。Elton( 1966)は著書「動

物群集の様式」の中で、“もし地上に落下した材ゃいくぶ

んか腐朽した樹木が取り除かれたなら、おそらくそこの

動物相の五分の一以上の種が消え去り、森林系全体がは

なはだしく不毛化してしまう"と指摘した。 Harmonet 

al. (1986) は枯死木を粗大木質リター (Coarsewoody 

debris: CWD) とよび、「直径2.5cmから 15cm以上の立

枯れ、倒れた幹や大きな枝などであり、多くの森林や渓
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流に大量にみとめられ、多くの機能を持った主要な構造

物」と定義したうえで、森林植物の更新や生物多様性の

維持に貢献していることなどを示し、粗大木質リターの

生態系機能を考慮した森林管理の必要性を指摘した。な

お、直径に幅がある理由は北アメリカ西部では 7.5cmか

ら15cm、それ以外の地域では 2.5cmから 7.5cmとして

いる例が多いためである。

枯死木に関する研究は、 Harmonet al. (1986)によるレ

ビューが発表されて以来増え続けており(図 1)、現在ま

での聞に定量的なデータが蓄積されてきている。枯死木

に関係する生物の多様性に関する研究だけでも、分解者

である真菌(例えばHeilmann-Clausen2001 ; Odor et al. 

2006 ; Junninen et al. 2007 ; Bassler et al. 2010)や細菌(例

えばSpanoet al. 1982)、腐植・微生物食者である変形菌(例

えば高橋・山本 2002; Stephenson et al. 2008 ; R句aset al. 

2010)や無脊椎動物(例えばEvanset al. 2003 ; Hovemeyer 

and Schauermann 2003)、枯死木表面を定着場所として利
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図1. 1900年から 2010年までにおける CWDまたはFallenlogに関わる論文の出版本数の推移.Webof 

Knowledgeを用いて Coars巴woodydebrisまたは Fallenlogをキーワードとして 1959年以前と 1960

年以降の 5年間ごとに調べ、 l年あたりに出版された文献の数の平均値を算出して示した。

用する森苔類(例えばHeilmann-Claus巴net al. 2005 ; Odor 

et al. 2006)や地衣(例えばCarusoet al. 2008 ; Nascimbene 

et al. 2008)・維管束植物(例えばHarmonand Franklin 

1989 ; Mori et al. 2004 ; Papaik and Canham 2006)、さらに

枯死木を生息場所・狩り場などに利用する脊椎動物(例

えばToddand Andrews 2008)や無脊椎動物(例えばJabin

et al. 2004 ; Castro and Wise 2010)など幅広い生物群の多

様性に呆たす枯死木の重要性が明らかにされてきている

(Bunnell and Houde 2010にレピュー)。また、生木の枯死

枝や心材腐朽など生木の枯死部はキツツキなどに利用さ

れており、枯死木と同様に重要である。

森林生態系の生物多様性に果たす枯死木や枯死部(以

後まとめて枯死木と呼ぶ)の重要性については世界的に

認識されてきており (WWF2004)、2011年5月にはカナ

ダで初めての国際シンポジウムが開催された (http://

deadwood2011.uqat.ca/、2013年4月4日確認)。このよう

に多様性への関心が高まっている背景には、枯死木依存

性生物の多様性が急激に減少していることが、特にヨー

ロッパで問題になっているということがある (Stoklandet 

al. 2012)。倒木を利用する生物の中で最も研究が進んで

いる生物群のひとつである木材腐朽菌では、森林の林齢

や植生、枯死木の量 (Hattori2005 ; Junninen et al. 2006 ; 

Yamashita et al. 2008， 2012; Lohmus 2011)や、林分のサ
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イズや孤立性といった景観要素など (Pentillaet al. 2006) 

が群集構造や遺伝的構造に影響を及ぼしており、人間に

よる活動の影響が検出されている。こういった森林管理

の影響は辞苔類(Kruyset al. 1999)や腐朽材食性甲虫 (Gibb

et al. 2006 ; Johansson et al. 2007)等でも検出されている。

さらに、これら直接的に枯死木を利用する生物だけでな

く、その捕食者や高次捕食者でも影響が検出されている。

例えば、木材腐朽菌と菌食性見虫、そして寄生者からな

る食物連鎖の長さが、森林が孤立化してからの年数が経

るに従って、減少する事が知られている (Komonenet al. 

2000)。また、腐朽材食性甲虫に対する捕食者では成熟し

た人工林と老齢林の聞には差が認められなかったものの、

皆伐地と老齢林では個体数に差が認められている

(Johansson et al. 2007) 0 Johansson et al. (2007)の研究で

は捕食者が餌となるキクイムシの種類を変化させている

可能性も示唆しており、環境の変化に応じて種間関係も

変化している可能性がある。このように枯死木を利用す

る生物に関して研究が蓄積しつつあるものの、その多く

は特定の生物群集の多様性の評価や人間活動の影響評価

に限られている。

一方、枯死木をめぐる生物種聞の相互作用のネットワ

ークについてはほとんど分かっていない。枯死木に形成

されるこれら多様な生物群集は、複雑な生物問相互作用
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のネットワークを構成することにより、森林生態系の安

定性の維持にも重要な役割を果たしていることが予想さ

れる。生物問相互作用には、後述するような捕食一被食

関係に基づいた食物網だけでなく、競争関係や、共生関

係などさまざまなタイプの関係性が含まれている

(Verhoef and Morin 2010)。近年の理論研究によれば、い

ずれかの関係性に偏った系は不安定で、あり、タイプの異

なる関係性が適度に混在した系ほど安定であることが示

唆されている (Mougiand Kondoh 2012)。

安定性には、生態系に含まれる生物群集の時間的な変

異の小ささおよびレジリエンス(撹乱からの復元力など、

撹乱を許容できる程度を表す概念)が含まれる。生態系

の種多様性と種間相互作用の複雑性・安定性の関係を解

明する事は、基礎科学としてだけでなく、近年の急激な

生物種の絶滅や、世界的な気候変動下での生態系の応答

を理解し、持続可能な生態系管理を実現するためにも重

要なテーマのーっとして注目されている (MacArthur

1955 ; May 1972 ; Neute! et al. 2007 ; Rooney and McCann 

2012 ; Allesina and Tang 2012)。森林生態系においても、

病害による樹木の大量枯死が近年地球規模で多発してお

り(例えばMotaand Vieira 2008)、その結果として大量の

枯死木が発生している (McGee2000 ; Kato and Hayashi 

2006)。枯死木をめぐる生物種聞の相互作用ネットワーク

の構造やメカニズ、ムを明らかにすることは、このような

森林の変化が今後何をもたらすかを予測し、森林生態系

の維持管理を行うための基礎的な知見を得るためにも重

要である。

腐食連鎖系の基底資源としての枯死木

生物間相互作用のネットワークは、これまで主に直接

的な捕食 被食関係から成り立つ食物網について詳しく

研究されてきた (Paine1992 ; Schmitz 2010)。一般に一つ

の食物網は複数の食物連鎖が複雑に結びついて成り立っ

ている (Schmitz2010)。食物連鎖には、生きた植物組織

を基底資源として植食者から捕食者へとエネルギーが受

け渡される生食連鎖系と、死んだ植物遺体を基底資源と

して微生物食者や腐植食者から捕食者へとエネルギーが

受け渡される腐食連鎖系があり、森林生態系では植物に

よる一次生産の 90%以上が腐食連鎖系に流れることが知

られている (Polis1999)。腐食連鎖系を含む土壌の食物

網は、ネットワーク構造と群集の安定性の関係が最もよ

く研究されてきた系の一つでもある (deRuiter et al. 1994， 

1995 ; Neute! et al. 2002， 2007)。さらに近年の研究から、
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腐食連鎖系からなる食物網は、基底資源である植物遺体

の難分解性・構造的複雑性により、生物の種が多様でネ

ットワーク構造が複雑になる傾向があることが示唆され

ている (Rooneyand McCann 2012)。これにより、腐食連

鎖系からなる食物網は、生食連鎖系からなる食物網より

も生態系の安定性に果たす役割が大きいと考えられてい

る。また、生食連鎖系と腐植連鎖系では、基底資源の分

解性の違いを反映して、生物種問でエネルギーの受け渡

される速度が異なる。これにより、同じ生態系の中の生

食連鎖と腐植連鎖の聞で、そこに含まれる生物種の個体

群動態に時間的なずれが生じ、このような「非同調性」

により生態系に含まれる生物群集の時間的な安定性が増す

ことが期待されている (Rooneyand McCann 2012)。本特集

で扱う枯死木をめぐる生物群集は、枯死木を基底資源とす

る腐食連鎖系に含まれるため、複雑な食物網を形成して生

態系の安定性に寄与している可能性が期待される。

一方、上述のように、生物間相互作用には捕食一被食

関係だけでなく、動物による送粉や種子散布の効果など

栄養のやり取りを介さない関係も多く知られており

(Verhoef and Morin 2010)、食物網だけでなくこれら非栄

養の生物間相互作用も考慮することが、生物間相互作用

のネットワーク構造を総合的に理解する上で必要である。

Ohgushi (2005)は、木本植物が植食者による被食を受け

ても枯死することなく、補償反応や誘導防衛反応により

形質を変化させることに注目し、このような植物の形質

の変化を介した植食者聞の非栄養な間接効果を食物網に

組み込んだ“間接相互作用網"の概念を提唱した。これ

により、栄養・非栄養の関係および直接的・間接的な関

係を含んだ生態ネットワークの構造を研究する枠組みが

示されたが、このような植物の形質の変化を介した非栄

養な間接効果は、生きた植物を基底資源とする生食連鎖

系において実証されているものの、腐食連鎖系における

実証例はない。腐食連鎖系における基底資源の形質変化

とはなんだろうか。ここでは、植物遺体としての枯死木

を材料として、枯死木の分解にともなう物理化学的な変

化を、形質変化ととらえることで、間接相互作用網の概

念を腐食連鎖系の枯死木をめぐる生物間相互作用の研究

に拡張できないかと考えた。

菌類の材分解機能に注目して枯死木をめぐる

生物間相互作用の流れをつなげる

分解にともなって枯死木には、材密度の減少・多孔質化・

含水率の増加といった物理的な変化と、酸不溶性残誼(リ
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図2.菌類(種A)を起点とした枯死木をめぐる生物問相互作用の概念図。分解者である菌類は枯死木の形質を変

化させることで環境を改変させ、分解の進行にともない枯死木に定着してくる種Bに間接的な影響を与える。

さらに菌食者(種C)は菌類を摂食することで無機化を促進したり、菌類の材分解活性に影響を与えることで、

種Bに間接的な影響を与えうる。分解者ではない種Bも、枯死木に定着することで環境を改変し、さらに後か

ら定着してくる種Dに影響する。本特集で取り上げる生物では、種Bはコケあるいは一次樹洞営巣種であるキ

ツツキ、種Cは菌食性甲虫、種Dは樹木実生あるいは二次樹洞営巣穫を想定している。実線矢印は直接効呆、

破線矢印は間接効果を示す。

グニン)の蓄積 .pHの低下・養分量の増加といった化学

的な変化が起こる(本特集論文深津 (20日))。枯死木を

ハビタットとする生物群集に関するこれまでの研究でも、

これら材の物理化学的な形質の変化との関連で群集構造

が説明されてきた(例えばLum1eyet al. 2001 ; Fukasawa 

et al. 2009)。しかし、その形質変化は単に時間にともな

う過程として扱われ、形質変化を引き起こす生物として

の分解者の群集構造や機能の違いが考慮されることは少

なかった。これが、枯死木という共通のハビタットを対

象としながら様々な生物の研究が個別に行われ、生物間

相互作用の研究に発展しなかった理由の一つであろう。

森林生態系において、枯死木の分解は主に真菌類(以下、

菌類)の働きにより進行する (Raynerand Boddy 1988) 

ため、分解にともなう枯死木の形質変化による他の生物

群集への影響は、菌類による材分解を介した間接効果と

考えることができる(図2)。枯死木に生息する菌類の群

集構造や分解機能を評価するとともに、それが他の生物

に与える影響を丹念に調べていくことで、枯死木をハピ

タットとする多種の生物間相互作用の網の日を、菌類を

起点としてつなげられるのではないだろうか。

本特集では、枯死木をめぐる三つの生物間相互作用を

扱った。一つ目は、倒木上での植物実生の更新(倒木更新)

に関わる生物間相互作用である。倒木更新は世界中の森

林で樹木の重要な更新プロセスとして知られており、森

林の動態や種多様性維持メカニズムを理解する上で無視

することができない。ここでは、枯死木の分解過程と菌

類群集との関係について解説し、それが枯死木をハピタ

ツトとする生物に与える影響についてレビューして菌類
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の生態系エンジニアとしての重要性を指摘した後(本特

集論文深海 (2013))、倒木上の樹木実生の定着過程につ

いてレビューを行った(本特集論文井上・飯島 (2013))。

二つ目は、枯死木上に発生する菌類の子実体(キノコ)

と菌食性の見虫群集に関わる生物間相互作用である(本

特集論文山下 (2013))。ここでは、木材腐朽菌類および

菌食性見虫の分散様式と資源利用様式をレビューし、木

材腐朽菌類の胞子分散における昆虫の役割について考察

した。三つ目は、樹洞を利用する脊椎動物聞の相互作用

である(本特集論文小高 (2013))。樹洞の形成には菌類

による心材腐朽が重要な役割を果たす。樹洞利用種は、

自ら巣穴を掘ることができる一次利用種と、古巣を利用

する二次利用種に分類することができ、それらの生物間

相互作用の研究では、食物網に似たnestweb (樹洞営巣網)

という概念が発達している (Martinand Eadie 1999)。こ

こでは、樹洞営巣網に木材腐朽菌類を組み込んだ最近の

動向を紹介し、今後の展開について議論した。

本特集から、枯死木に生息する多様な生物群で形成さ

れるギルド聞の相互作用を、菌類が被食されることによ

る直接的な効果や、菌類の材分解機能による間接的な効

果により一つの相互作用ネットワークとして示し、総合

的に理解できる可能性が示唆される。今後は、いまだ調

べられていない分類群の生物群集を含んだ生態ネットワ

ークの構造に関する研究を進めるとともに、それらの時

間的・空間的な動態を明らかにしていくことが、森林生

態系の生物群集の安定性に果たす枯死木の役割を明らか

にする上で重要だろう。最後に時空間的な枠組みの一つ

を示し、今後の展望とする。
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図3 枯死木に形成される生物群集における空間的な階層性。枯死木に形成される生物群集は、枯死木そのものの

特徴 (樹種、サイズなど)や周囲の環境 (日差しの有無など)、他の枯死木からの距離などに影響される。こ

れらの環境要因は森林間で異なるだろう。また、森林聞の生物の移動の有無と割合は、景観マトリックスや生

物の移動分散能力などによる。図中の円筒は枯死木、アルフアベットは生物を、枯死木聞の矢印は生物の移動

を表す。異なる色の円筒は異なる腐朽段階の枯死木を、線の太さの異なる円筒は異なる樹種の枯死木を表す。

枯死木を利用する生物群集の動態

枯死木はこれを利用する生物にとって、空間的に周囲

の環境と明確に区別できるパッチ状資源である。そのた

め、枯死木に形成される群集は、個々の枯死木に形成さ

れる局所群集と同ーの森林内で移動分散により結ばれた

メタ群集と認識することができる (図3)。枯死木を利用

する生物聞の相互作用を理解するにあたって、枯死木が

生成してから消失するまでのプロセスを (1)枯死木の生

成、(2)枯死木への侵入、 (3)枯死木への定着、 (4)枯

死木をめぐる生物間相互作用の展開の 4つの段階に分け

て整理した。なお、ここでは林分スケールでの時空間動

態に注目したが、複数林分を含む景観スケールでも同様

に移動分散の視点から群集を理解することができるだろ

つ。

枯死木の生成過程と時空間的分布

枯死木は風や火事などの非生物的要因や、菌類や見虫

による攻撃や寿命といった生物的要因によって、生木の

一部や全体が死亡する ことで生み出される。樹木の死亡

率と死亡要因は林齢によって変化し、林齢が20年以下の

若齢林では、競争や無機的環境、捕食などが要因となり

うるが、林齢が 100年をこすような成熟した森林では、

病害や風などが重要な要因となる (Franklinet al. 1987)。

樹幹は風によって折れるが、風単独よりも菌類によって

あらかじめ心材腐朽などが起きている樹木が倒木となる

ケースが多いようである。例えば、 Edmanet al. (2007) 

はPhellinuschrysolomaという菌類が幹折れした樹木個体
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のうち 40~ 50.2%に感染していたのに対して、根返りし

た個体では 15%以下であったことを報告している。同様

に幹折れした個体の方が高い確率で木材腐朽菌に感染し

ていた例はf也にも長日られている (Larsonand Franklin 

2010)。木材腐朽菌類は地上部における枯れ枝や外傷から、

地下部においては根の傷やすでに腐朽菌に感染している

樹木個体との物理的な接触などによって感染する (佐橋

2004)。また、マツノマダラカミキリとマツノザイセンチ

ユウにより引き起こされるマツ枯れや、キクイムシ類と

その共生菌のように、特定の分類群の樹木を枯死させる

微生物も多く知られている (二井・肘井 2000;二井ほか

2012)。キツツキや昆虫による穿孔も枯死を促進している

可能性が高い (Farriset al. 2004 ;小高 2013)。

枯死木の生成過程そのものと、森林内に維持される枯

死木のサイズや分解段階、および枯死木の空間分布は、

森林タイプや森林管理の方法とその履歴、構成樹種の違

いなどによる影響も 受 けている (Kirbyet al. 1998 ; 

Rouvinen and Kuuluvain巴n2001 ; Christens巴net al. 2005 ; 

Stok1and and Lar・sson2011 ; Stokland et al. 2012)。このよう

な観点は景観スケールでの群集の動態を考える際に重要

である (図3)。

枯死木への侵入過程

枯死木 (倒木)に対して、本特集で紹介された生物だ

けでも、菌類、蘇苔類、維管束植物、昆虫など様々な生

物が侵入してくる。この過程では生物の分散能力が問題

となる。木材腐朽菌は森林内の枯死木へ侵入するのに十

分なだけの胞子が風により分散されている可能性が高い
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(山下 2013)。菌類や蘇苔類の胞子は子実体から数m以内

に大量の胞子が落ちるが、数百~数千mの範囲内では、

定着するのに十分な量の胞子が供給されているようであ

る (Stenlidand Gustafsson 2001 ; Lonnell et al. 2012)。維管

束植物のうち、倒木更新を行う樹木は主として風散布に

より種子散布を行っている。種子散布の範囲は、散布媒

体にもよるが、風散布種子の場合は母樹から数十mの範

囲に集中するが 100m以上離れた地点にまで到達する種

子もある (Tanakaet al. 1997 ; Lian et al. 2008など)。動物

についてみると、腐朽材食性甲虫については、 100m程

度であれば制限なく移動するものの、数km程度の距離

では制限があるようだ(のklandet al. 1996 ; Gibb et al. 

2006)。
枯死木の量は林齢とともに増加し、老齢林では十分な

量の枯死木が供給されている。例えば日本における林齢

が 100年以上の温帯広葉樹林では 70本/ha(Yamashita et 

al. 2012)、また、 250年生のマツを含むロシア西部の亜寒

帯針広混交林では 112本/ha(Karjalainen and Kuuluvainen 

2002)の枯死木がある事が報告されている。侵入に適し

た状態の枯死木はこれよりも少なくなるであろうが、連

続した森林内であれば枯死木に対する侵入の機会は確保

されるのであろう。

生物問相互作用は、枯死木を利用する生物の侵入過程

において、それほど重要な役割を果たしているようには

見えない。逆に生物の侵入を許す環境条件、例えばハピ

タットの連続性が保たれていること、は枯死木にどのよ

うな生物群集が形成されていくかを決める重要な条件に

なっている可能性がある。

枯死木への定着過程

枯死木への侵入過程と比べ、定着過程以降においては

生物問相互作用の重要性が増すであろう。なぜ、なら、あ

る生物が枯死木へ定着できるかどうかには、枯死木がお

かれた環境条件や分解段階、樹木の種類、そして他の生

物がすでに侵入しているかどうかといった条件によって

異なってくるためである。例えば木材腐朽菌では、材の

サイズや樹種 (Heilmann-Clausenet al. 2005 ; Yamashita et 

al. 2010 ; Kebli et al. 2011) といった個々の材の特徴や、

周囲の枯死木の量 (Edmanet al. 2004) といった周囲の環

境が影響を及ぼしている。これに加えて、腐朽菌聞の種

間関係も影響している。たとえばFukamiet al. (2010)は、

先住効果が菌類間で働いていることを示しており、菌類

聞の種間関係が分解機能と関係していることを指摘して

いる。先住効果については、キクイムシと木材腐朽菌の
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聞でも働いている (w，巴slienet al. 2011)。木材腐朽菌の特

徴がその後の生物群集の動態に強く影響していることか

らも(深津 2013)、生物の定着過程が、枯死木をめぐる

生物問相互作用を考えるうえで重要な問題であると考え

られる。菌類以外でも、蘇苔類が樹木実生の定着過程に

おいて促進及び阻害のいずれにも作用する可能性があり、

実生の樹種によって、受ける影響の強さも異なる(井上・

飯島 2013)。このように枯死木への定着過程において生

物間相互作用は重要な役割を果たしていると考えられる。

枯死木をめぐる生物間相互作用の展開

枯死木は木材腐朽菌だけでなく、蘇苔類や樹木実生な

ど様々な生物が利用し、捕食一被食関係だけでなく、相

利関係など様々な生物問相E作用が働いている。例えば、

枯死木が樹木実生の定着におけるマイクロサイトとして

利用されている例はよく知られているが (Narukawaet al. 

2003 ;井上・飯島 2013)、枯死木と腐朽菌、そして植物

聞の関係だけでなく、枯死木上の実生からは外生菌根菌

やアーパスキュラー菌根菌が検出されていることから

(Tedersoo et al. 2009 ; Fukasawa 2012)、さらに複雑な相互

作用が働いていると考えられる。

このようにして、個々の枯死木における生物間相互作

用網の複雑さは群集構成者の侵入・定着とともに増加す

るが、基底資源となる枯死木の物理的な構造の劣化やエ

ネルギー量の減少などとともに群集が遷移し、最終的に

は生物多様性の減少とともに相互作用網の複雑さも失わ

れていくだろう。この過程において、木材腐朽菌や蘇苔類、

昆虫などでは新たな資源へと分散していく。

なお、枯死木の分解速度が速いほど、生物にとって利

用可能な期間が短いと考えられる。樹木の種類(井上ほ

か未発表;Mackensen et al. 2003)や気象条件 (Harmon

et al. 2000) といった分解速度に影響を及ぼす要因にも、

注意が必要であろう。ただし、井上・飯島 (2013)が指

摘しているように、枯死木の分解過程の評価方法は研究

によって様々であるため、枯死木上の群集動態に関する

研究を定量的に比較することは困難なことが多い。

このように、生物の移動分散と定着過程を理解するこ

とが、枯死木とそこに形成される生物群集の時空間的動

態を理解するうえで重要であり、とりわけ枯死木の様々

な性質を改変する菌類の動態を理解することは重要であ

る。枯死木を利用する生物の群集が形成されている空間

のスケールを個々の枯死木から林分、景観へと変化させ

るに従い、群集の形成・維持機構がどのように変化して



趣旨と展望

いくかを解明することは、群集生態学的に興味深い課題

であり、また、生態系管理の面からも必要とされる知見

である。しかしながら、個々のトピックで課題が挙げら

れているように、解明すべき点は数多く残されている。

また、本特集で、扱った生物は、枯死木をめぐる生物群集

のごく一部にすぎない。本特集を読まれた多くの方がこ

の分野に関心をもたれ、今回扱えなかったさらに多くの

生物を含んだ生態ネットワーク構造の解明に私たちと一

緒に取り組んでいただけることを期待している。

本特集は 2012年3月に大津で聞かれた第 59回日本生

態学会企画集会に基づくものである。本特集記事を薦め

ていただいた鈴木英治日本生態学会誌編集長にお礼申し

上げます。
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